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　本学は、「先進的地域貢献大学」を目指し、
とくしまで学び育てる地域貢献型人材育成
事業や様々な分野の受託研究・受託事業に積
極的に取り組んでいます。このような中、本
学と地域との連携を促進し、地域や地元の企
業等が抱える課題解決や新たな技術・事業の
創出に寄与することを目的として「四国大学
産学官連携シーズ集」を作成しました。
　このシーズ集は、本学の教員がどのような
活動を行っているのか、また、どのような特
色ある施設を整備しているか、そしてそれら
資源を活かしてどのように地域に貢献でき
るのかを整理したものです。地元の自治体、
企業、団体、高校等の皆様におかれましては、
このシーズ集をご高覧いただき、それぞれ
ニーズに合致するものがございましたら、ぜ
ひとも下記の窓口にご相談くださいますよ
うお願いします。
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　本学の教員の研究テーマや研究所をご紹介し、研究者が持
つ知識やノウハウを企業・他大学・公的機関等の皆様と結び
つけ、共同研究や受託研究・受託事業にご活用いただくきっ
かけとなることを目的としております。本学のもつ知的資源
をより多くの方にご活用いただくため、研究一覧を作成いた
しました。
　関心のある内容がございましたら、お気軽にお問い合わせ
ください。
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大分類コード 大分類 大分類コード 大分類
01 歴史・文化 06 食物・栄養
02 芸術・音楽 07 経済・経営・情報
03 健康・スポーツ 08 教育・心理
04 看護・介護 09 生活
05 語学 10 生物・医薬農学

四国大学研究シーズ

■  歴史・文化　（大分類コード　01）

佐々木義登　SASAKI Yoshito 教授／文学部　日本文学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

日 本 文 学
近現代文学 文学史 文学理論 小説解読
小説実作 実作理論 創作実践

須藤　茂樹　SUDOU Shigeki 教授／文学部　日本文学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

日本文化史・
博 物 館 学

文化財調査 文化財 教育 観光
博物館建設・運営 博物館 美術館 教育
地域活性化 文化財 教育 まちおこし

日本美術史 徳島の美術史 江戸時代・
徳島藩

仏像・絵画・
書跡・工芸

渡辺広輝・守
住貫魚・飯塚
桃葉・曼荼羅

日 本 史 地域史研究 中世～近世・阿波 三好・蜂須賀 藍・遍路・阿波踊り

駒井　　匠　KOMAI Takumi 講師／文学部　日本文学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
日 本 史 日本仏教史（古代） 空海 日本霊異記

田中　智子　TANAKA Tomoko 講師／文学部　日本文学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
日本古典文学 源氏物語
和歌文学 古今和歌六帖 古今和歌集 百人一首
徳島ゆかりの古典文学 万葉集 土佐日記 土御門上皇

石井　悠加　ISHII Yuka 助教／文学部　日本文学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

日 本 文 学
現代メディアと日本文学 古典文学 絵巻 マンガ
病いと文学 古典文学 近代文学 死生観

太田　　剛　OTA Tsuyoshi 教授／文学部　書道文化学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

書 道 文 化・
歴 史 研 究

書道文化

地域との連携
・ 両国本町

商店街
　 （バナー展

示・店内）
各種福祉施設
・ パフォーマンス等
県議会
・作品展示
・ パフォーマンス
・ 名刺題字

揮毫

学生書道作品
展示会
・小星の書展
　 （脇町小星地区）
・ ひな祭り

書道展
　（勝浦町）

イベントへの協力
・うみがめ祭り
　 （パフォーマンス）
・マチ★アソビ
　（ブース）
・ ビジネスチャ

レンジメッセ
（ブース）

・ うだつをいける
　 （看板・ブース）
・ エコみらい徳島
　 （かきぞめ指導）

歴史研究
菊池寛記念館
・古文書解読
・ キャプション製作

高松市歴史
資料館
・ キャプション製作

外国人のための書道指導 日本文化体験講座 商店街事業 うちわ書作品制作
書道作品調査 掛け軸 石碑拓本採取 解読と解説

辻　　尚子　TSUJI Takako 教授／文学部　書道文化学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

書 道

書（文字）と他分
野でのコラボレー
ション作品制作

一閑張り うちわ制作

解読 書作品 手紙

田ノ岡大雄　TANOOKA Daiyu 講師／文学部　書道文化学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

書 道 ・
日本文化史・
書 道 教 育

地域に伝わる史料
の解読 古文書 地域学 翻刻

アクティブラーニン
グを取り入れた授業

アクティブ
ラーニング グループワーク 自己教育力

葦手絵などに見ら
れる絵画的文字 日本書道史 書と美術 仮名文字

阿部　曜子　ABE Yoko 教授／文学部　国際文化学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
英 米 文 学 英語圏の現代文学 文学とメディア 文学と戦争 文学史
英 米 文 化 英米文化・社会 英米文化史 映画分析 表象文化

マーク・フェネリー　Mark Fennelly 教授／文学部　国際文化学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

小 学 校
英 語 教 育

小学校英語の進め方 学習指導要領 指導法 教材研究

教室で利用する英語 教室英語 スモールトーク 発音

植村　雅史　UEMURA Masashi
講師／短期大学部
　　　ビジネス・コミュニケーション科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
日 本 文 学 和歌文学 西行
日本思想史 倫理思想史 人生観 労働観

元木　佳江　MOTOKI Yoshie 准教授／全学共通教育センター

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

教 育
「外国語としての
日本語」に関する
講義

日本語の教
え方

共通語とし
て の「 や さ
しい日本語」

異文化理解

言 語 日本語教育人材養
成に関する講義 日本語教師

地域におけ
る日本語教
育

外国語とし
ての日本語

研究シーズ集データ（HP 参照）
https://www.shikoku-u.ac.jp/cooperation/region/renkeiseeds/

 2022年 4 月 1 日現在
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■  芸術・音楽　（大分類コード　02）

有内　則子　ARIUCHI Noriko 准教授／生活科学部　人間生活科学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

染色デザイン 藍染製品の試作や
染色指導 藍染

田中　裕子　TANAKA Yuko 教授／生活科学部　児童学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

音 楽

ピアノが語る音楽史
～名曲演奏・

楽曲解説～
生演奏 クラシック

音楽 ショパン

ピアノ初心者・中
級者の演奏法 ピアノ 初心者 中級者

ピアノ上級者の演
奏法 ピアノ 上級者 ピアノ奏法

川内　由子　KAWAUCHI Yuko 教授／短期大学部　音楽科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

音 楽 学
民俗芸能調査 阿波踊り 祭り 民謡

民俗芸能伝承について 音楽 芸能 教育

増田　篤志　MASUDA Atsushi 教授／短期大学部　音楽科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

音 楽 学
作曲・編曲 社歌・校歌等 邦楽 オーケストラ

講演・審査 作曲法 音楽史 現代音楽

英　　美生　HANABUSA Mio 准教授／短期大学部　音楽科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

芸 術 分 野

演奏初心者に対す
るピアノ教育 初心者 ピアノ

日本歌曲における
ピアノ伴奏法 伴奏法 ピアノ 日本歌曲

■  健康・スポーツ　（大分類コード　03）

田村　典子　TAMURA Noriko 教授／生活科学部　児童学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
身 体 表 現・
ダ ン ス 防災ダンス 防災 ダンス コ ミ ュ ニ

ケーション

健康・ダンス ボディメイク ストレッチ ダンス 健康美
　

范　　永輝　FAN Yonghui 准教授／生活科学部　児童学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

健康スポーツ
（健康法とし
ての太極拳）

中国の健康法 八段錦 太極拳 中国武術

中国武術を活用し
た体育・スポーツ
の効果的指導法

中国武術 攻撃 防御

　

永吉　　円　NAGAYOSHI Madoka 講師／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

母性・助産学 若者の健康教育

喫煙による
害

栄養・体重
について

性行為感染
症

子どもを守
るためのワ
クチン接種

ドメスチッ
クバイオレ
ンス

妊娠・出産を
ライフプラン
の中で考える

　

片山　友子　KATAYAMA Yuko
教授／短期大学部
　　　ビジネス・コミュニケーション科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

医療情報学

若年者のインター
ネット依存

インターネッ
ト依存傾向 生活習慣 メンタルヘルス

子宮頸がんの予防
教育 子宮頸がん 子宮がん検診 予防教育教材

　

林　　夏木　HAYASHI Natsuki 准教授／短期大学部　幼児教育保育科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

身 体 表 現
ダ ン ス

幼児～シニアの初
心者対象の身体表
現・ダンス指導

キッズダンス
初心者対象
の 身 体 表
現・ダンス

保育者・教員 
対 象 身 体 表
現・ダンス

サンバ・ブラジル
舞 踊 の 指 導 と パ
フォーマンス

リズム遊び サンバ
アフロ・ブ
ラジリアン
ダンス

健康スポーツ
（ ヨ ガ・ ア
ウ ト ド ア
ス ポ ー ツ ）

幼児～シニアのヨ
ガ指導
海・山のスポーツ
体験学習

キッズヨガ ヨガ ハイキング
サーフィン

健康スポーツ
（運動生理学） 健康のための運動 有酸素運動 ウ エ イ ト 

コントロール 運動生理学

　

平田　英治　HIRATA Eiji 准教授／全学共通教育センター

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

健康スポーツ
サッカー 競技力向上 コーチング 普及

生涯スポーツ スポーツ
レクリエーション

コミュニケー
ション インストラクター

　

山中　一剛　YAMANAKA Kuniyoshi 准教授／全学共通教育センター

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

体 育 方 法・
スポーツ教育学

ラグビーフットボール ラグビーフッ
トボール競技 状況判断 コミュニケー

ション

健康と運動 生涯スポーツ 生活習慣病
予防・改善

介護・認知
症予防

生涯スポーツマネ
ジメント

民間スポー
ツ施設

公共スポー
ツ施設 野外体験活動
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■  看護・介護　（大分類コード　04）

池内　和代　IKEUCHI Kazuyo 教授／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
母性看護学・
助 産

女性とその家族の
健康法 思春期 シングルマザー 夫婦関係

池田恵美子　IKEDA Emiko 教授／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
看 護 管 理・
看 護 教 育・
セルフアウェアネス・
セルフマネジメント

健康管理 セルフアウェ
アネス

セルフマネジ
メント

看護管理 看護スタッフ
教育

看護管理者
教育

On the Job 
Traning

　

小川　佳代　OGAWA Kayo 教授／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

小 児 看 護
学・ 看 護
教 育 学

子育て支援のあり方
子育て支援活動の評価

効果的な子育
て支援の工夫

大学教員が
できる子育
て支援

祖父母の子
育てへの参
画について

看護師の臨地実習
指導のための研修
のあり方

臨地実習指導
臨地実習指
導研修
計画の支援

臨床看護師の看護
研究指導 看護研究指導

　

金山三惠子　KANAYAMA Mieko 教授／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

公 衆 衛 生

人生会議をしませ
んか 在宅ケア 終末期 エイジング

心の育ちと対話す
る乳児保育 乳児 保育 育児

リラクゼーション
法入門 呼吸法 動作法 メンタルヘルス

　

檀原いづみ　DANBARA Idumi 教授／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

基礎看護学・
看護教育学

看護学教育 教育方法 指導課程

臨地実習 認識 理論 指導方法

看護実践 理論 看護観 認識

大串　晃弘　OGUSHI Akihiro 講師／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
救 急 看 護

（心筋梗塞）
心筋梗塞発症時の
初期対応 心筋梗塞 早期受診 救急医療

救 急 看 護
（ 脳 卒 中 ）

脳卒中発症時の初
期対応 脳卒中 早期受診 救急医療

救 急 看 護
（ 心 停 止 ）

心停止傷病者への
初期対応 心停止 一次救命処置 救急医療

笹賀美代子　SASAGA Miyoko 講師／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

看護・介護
高齢者の認知症

高齢者の認知症
認知症高齢者の看護 認知症

認知症の理解 認知症

　

永吉　　円　NAGAYOSHI Madoka 講師／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

助 産 学・
母性看護学・
糖 尿 病

プレコセプションケア
（受胎前教育）

受胎前の体
つくり

性行為感染
症予防 妊娠

妊娠糖尿病 糖尿病

　

横関恵美子　YOKOZEKI Emiko 講師／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

医療情報学 看護や介護などケ
ア効果の可視化

微細な反応
の可視化 ICT 機器 数理構造

小児救急看護 医療的ケアが必要な重
症児者と家族の支援

重症心身障
害児者

状態変化の
早期発見 意思疎通

　

木内　哲二　KINOUCHI Tetsuji
 教授／短期大学部　人間健康科

 介護福祉専攻　　　　　
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

社 会 福 祉 社会福祉とその支
援・福祉教育

介護及び高
齢者福祉

社会的養護及
び児童福祉

地域社会と
福祉的支援

　

津田　祐子　TSUDA Yuko
 教授／短期大学部　人間健康科

 介護福祉専攻　　　　　
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

介 護 福 祉

認知症介護 在宅介護 尊厳 パーソ－ン・
フッド

介護過程方法論 アセスメント 個別介護 チームケア

介護施設のケア管理 人材育成 リ ー ダ ー
シップ マネジメント

　

小倉　和也　OGURA Kazuya
准教授／短期大学部　人間健康科

介護福祉専攻　　　　　
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

保 健 福 祉 高齢者の生きがい 生きがい 幸福感 社会的活動

　

長尾多美子　NAGAO Tamiko
講師／短期大学部　人間健康科
　　　介護福祉専攻

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
感 染 管 理

（ 感 染 管 理
認定看護師）

医療関連感染 感染制御 感染症看護 療養環境
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川原　若菜　KAWAHARA Wakana
助教／短期大学部　人間健康科

介護福祉専攻　　　　　
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

介護福祉学・
高齢者看護学

高齢者の生きがい
支援

地域高齢者
と若者の
世代間交流

地域高齢者
の生きがい 次世代育成

介護福祉学

外国人介護福祉士
養成

外国人介護
福祉士 留学生教育 留学生支援

介護職による医療
的ケア

医療的ケア
教育

保健管理学
大学（企業）にお
ける保健・健康に
関連した教育

教・職員教
育方法

大学（企業）
における健
康管理

大学（企業）
における危
機管理

■  語学　（大分類コード　05）

城本　春佳　SHIROMOTO Haruka 講師／文学部　日本文学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

日 独 対 照
言 語 学

日本語連体修飾節
とドイツ語関係節
の対照研究

名詞修飾節
構文 談話機能 対照言語学

　

阿部　曜子　ABE Yoko 教授／文学部　国際文化学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

比 較 文 学 英米と日本の文学
の比較考察 翻訳論 比較文学 文学理論

　

富山　晴仁　TOMIYAMA Haruhito 准教授／文学部　国際文化学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
言 語 学・
英 語 学 日本語・英語の構造 日英語翻訳 生成文法 認知言語学

元木　佳江　MOTOKI Yoshie 准教授／全学共通教育センター

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

言 語 日本語教育人材養
成に関する講義 日本語教師 地域における

日本語教育
外国語とし
ての日本語

西條　結人　SAIJO Yuto 助教／全学共通教育センター

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

社会言語学・
日本語教育学

バイリンガルの説
得の言語行動に関
する研究

バイリンガル 言語行動 対照修辞学

ロシア語・キルギス語
を母語とする日本語
学習者に関する研究

キ ル ギ ス
（中央アジア） 教材開発 孤立環境

　

峪口有香子　SAKOGUCHI Yukako 講師／地域教育・連携センター

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

日 本 語 学・
日本語教育

GIS による『瀬戸内
海言語図巻』のデータ
ベース構築と言語伝
播解明に関する研究

方言 ビッグデータ
GIS

（ 地 理 情 報
システム）

■  食物・栄養　（大分類コード　06）

岩田　晴美　IWATA Harumi 教授／生活科学部　健康栄養学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

臨床栄養学 血液透析患者の栄養 栄養評価 食事療法 フレイル

岡崎　貴世　OKAZAKI Kiyo 教授／生活科学部　健康栄養学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

食品微生物

阿波晩茶乳酸菌を
用いた食品開発 発酵食品 乳酸菌 食品機能性

微生物を利用した
食品開発 パン・味噌 乳酸菌・酵

母・カビ 発酵食品

髙橋　啓子　TAKAHASHI Keiko 教授／生活科学部　健康栄養学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

食 生 活 学・
食 育

食生活に関する調
査および資料作成 食事調査 食生活改善

アンケート
の集計およ
び解析

郷土の食材・料理
に関すること 郷土料理 地産地消 商品開発

食育に関すること 食育 アンケート
調査

アンケート
の集計およ
び解析

板東　絹恵　BANDO Kinue 教授／生活科学部　健康栄養学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

栄 養 学・
臨床心理学

食生活 食育 ライフステー
ジ別の栄養 栄養成分表示

生活科学 栄養教育 摂食障害 栄養成分表示

カウンセリング カウンセリ
ングスキル 摂食障害
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■  経済・経営・情報　（大分類コード　07）

大野　宏之　OHNO Hiroyuki 
教授／経営情報学部
　　　経営情報学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

ス ポ ー ツ
ビ ジ ネ ス・
マーケティング

商品開発 消費材 事業計画 デザイン

スポーツによる振
興・事業活性

プ ロ モ ー
ション 健康事業

鈴木雄一郎　SUZUKI Yuichiro 
教授／経営情報学部
　　　経営情報学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

会 計 学
（財務会計・
財務諸表論）

国際財務報告基準
（IFRS）への組み
換えに関する研究

国際財務報告
基準（IFRS）
および国際会
計基準（IAS）

金融商品の
分類と測定

IAS39 号
への対応

稲倉　典子　INAKURA Noriko
准教授／経営情報学部

　経営情報学科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

計量経済学 人口予測 / 政策効
果の測定

アンケートの作
成および分析 少子高齢化 大規模データ

辻岡　　卓　TSUJIOKA Suguru
 准教授／経営情報学部　　

　メディア情報学科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

エ ン タ ー
テイメント
コンピュー
テ ィ ン グ

VR/AR コ ン テ ン
ツ 制 作・VR/AR
技術提供

VR:
Virtual
Reality：
仮想現実技術

AR:
Augmented
Reality：
拡張現実技術

細川　康輝　HOSOKAWA Yasuteru
 准教授／経営情報学部　　

　メディア情報学科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

非線形工学

電気回路における
カオス現象 非線形 カオス 回路

セルラーニューラ
ルネットワーク

相 互 結 合 型
ニ ュ ー ラ ル
ネットワーク

結合系におこる現象 回路 ネットワーク

加渡いづみ　KADO Izumi
 教授／短期大学部　　　　　　　

　ビジネス・コミュニケーション科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

消費者教育・
地域ブランド
研 究 ・
女 性 の
活 躍 推 進

地域観光活性化 地域ブランド
構築 地域資源発掘 ア ン テ ナ

ショップ

SDGs 持続可能な
社会発展 エシカル消費 サスティナ

ブル経営

蔵谷　哲也　KURATANI Tetsuya
准教授／短期大学部　　　　　　

　ビジネス・コミュニケーション科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

国際経済学・
労働経済学

地域における賃金
決定のメカニズム 職種 最低賃金

外城　寿哉　SOTOSHIRO Hisaya 准教授／生活科学部　健康栄養学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

食品微生物 天然酵母の探索 天然酵母 地域特有 発酵食品

　

辻　　博子　TSUJI Hiroko 講師／生活科学部　健康栄養学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

栄 養 学 栄養成分表示 食品表示法 食品表示制度 機能性表示
食品

村上亜弥子　MURAKAMI Ayako 講師／生活科学部　健康栄養学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

スポーツ栄養 スポーツ栄養 スポーツ栄養
マネジメント

女性・ジュニ
ア・競技別マ
ネジメント

酸化ストレス

奥村　亮太　OKUMURA Ryota 助教／生活科学部　健康栄養学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

栄 養 学 栄養学 栄養疫学 食事調査

川端紗也花　KAWABATA Sayaka 助教／生活科学部　健康栄養学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

栄 養 学 栄養学 食育 食品ロス 食生活

北畑香菜子　KITAHATA Kanako 助教／生活科学部　健康栄養学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

栄 養 学 栄養学 食育 筋肉

脇坂しおり　WAKISAKA Shiori 助教／生活科学部　健康栄養学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
栄養生理学・
栄養教育学 栄養学 胃運動 食欲 食育
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■  教育・心理　（大分類コード　08）

城本　春佳　SIROMOTO Haruka 講師／文学部　日本文学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
日本語教育学・
言 語 学

日本語教師のため
の日本語学

日本語教員
養成 日本語学

上岡　千世　UEOKA Chise 教授／生活科学部　人間生活科学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

臨床心理学
（医療分野） 患者の心理援助

患者・障が
い者の心理
と変遷

身体・知的・
精神障がい

ピアサポート
と患者会（が
ん・難病等）

臨床心理学
（保健分野）

ライフステージ（乳
幼児期～老年期）の
課題と心理援助

乳幼児健診
後の心理的
支援

HIV/AIDS
ライフステー
ジに応じた心
理援助

臨床心理学
（教育分野）

スクールカウンセ
リング

学校場面の
心理的支援

地域連携・
協働 不登校

下坂　　剛　SHIMOSAKA Tsuyoshi 准教授／生活科学部　人間生活科学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

心 理 学
育児・子ども学 父親の育児

関与 夫婦間協働
ワークーファ
ミリー ･ エン
リッチメント

カウンセリング 公認心理師 メンタルヘルス 予防教育

奥村　英樹　OKUMURA Hideki 教授／生活科学部　児童学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

教 育 工 学

授業への ICT 活用
研究 ICT 活用 プログラミ

ング教育 情報教育

3D プリンタ活用
研究 3D プリンタ 教材開発

武市　泰彦　TAKEICHI Yasuhiko 教授／生活科学部　児童学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

教 育 工 学・
情 報 教 育・
教 材 開 発

IT リテラシー習得
のための教材開発 IT リテラシー テキスト教材 情報教育

幼児を対象とした
木製玩具の開発 玩具 幼児 木材活用

前田　宏治　MAEDA Koji 教授／生活科学部　児童学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

特 別 支
援 教 育

障 が い 者 の QOL
向上 障がい者 ICT 活用 スマートデ

バイス

合理的配慮 大学生 修学支援 就労支援

芝崎　良典　SHIBASAKI Yoshinori 准教授／生活科学部　児童学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

心 理 学

子どものおもいや
りを育てる取り組
みの企画と実施

視点取得能力 愛着 保育実践

学修者の学びを促
す評価方法の開発 ルーブリック 評価 学修

注意力の測定方法
の開発 注意 測定 ストループ

効果

湯地　由美　YUJI Yumi 准教授／生活科学部　児童学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

幼 児 教 育

子ども理解・保育
方法 共感的理解 言葉 保幼小連携

絵本 絵本の読み
合い 保育 子育て

内山　有美　UCHIYAMA Yumi 講師／生活科学部　児童学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
教育心理学・
発達心理学　幼児教育 感情表現 思いやり行動

磯谷　俊明　ISOTANI Toshiaki 教授／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

精 神 医 学・
臨床脳波学

看護師（学生）のス
トレスに関する心理・
生理学的研究

ストレス 心理検査 看護師

勝浦　美和　KATSUURA Miwa 准教授／短期大学部　幼児教育保育科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
幼 児 教 育・
保 育 方 法 幼児理解・保育方法 園内研修 自尊感情 表現

植村　雅史　UEMURA Masashi
講師／短期大学部　　　　

　ビジネス・コミュニケーション科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

特別支援教育 キャリア教育 ライフキャリア ワークキャリア

河野辺貴則　KAWANOBE Takanori 講師／短期大学部　幼児教育保育科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

学 校 教 育
人権教育 人権感覚 校内研究

参加型人権学習 人権 参加型人権
学習 多様性

原田美代子　HARADA Miyoko 講師／短期大学部　幼児教育保育科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

保 育 学 自然を活用した保育 自然保育 心理効果 子どもの育ち

教育心理学 子どもの発達と保
育・教育 子ども理解 保育実践

姫田　知子　HIMETA Tomoko 講師／短期大学部　幼児教育保育科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

臨 床 発 達
心 理 学

子育て支援に関す
ること

困り感のな
い保護者に
対する支援

子育て支援
プログラム
の実践

保育学生と
行う子育て
支援活動

乳幼児期の子ども
の発達 「気になる子」 発達相談 乳幼児
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古川　愛梨　FURUKAWA Eri 講師／短期大学部　幼児教育保育科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

児童家庭福祉・
地 域 福 祉・
福 祉 教 育

社会的養護 社会福祉協
議会・行政 地域連携 地域住民

地域を基盤にした
子育て支援（環境
づくり）

地域住民 子育て家庭
（親子）

つ な ぐ（ 居
場所づくり）

松谷　和俊　MATSUTANI Kazutoshi 講師／短期大学部　幼児教育保育科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

幼児教育史
戦前の幼稚園の歴史

東京女子師
範学校附属
幼稚園

教育内容 教育方法

戦前の幼稚園教員
養成の歴史 幼稚園保姆 保姆養成機

関 保姆資格

元木　佳江　MOTOKI Yoshie 准教授／全学共通教育センター

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

教 育
「外国語としての
日本語」に関する
講義

日本語の教
え方

共通語とし
ての「やさ
しい日本語」

異文化理解

峪口有香子　SAKOGUCHI Yukako 講師／地域教育・連携センター

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
日 本 語 学・
日本語教育

みんなで挑戦
「あわ検定」！ 新あわ学 地域学 あわ検定

長瀬　　大　NAGASE Dai 講師／情報教育センター

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

教 育 学・
情 報 工 学

e スポーツ 産学官連携 地域活性

情報教育 プログラミ
ング教育

情報リテラ
シー 情報検索

ダイバーシティ インクルー
シヴ教育

合理的配慮
の提供

■  生活　（大分類コード　09）

■  生物・医薬農学　（大分類コード　10）

中岡　泰子　NAKAOKA Yasuko 教授／生活科学部　人間生活科学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

生 活 科 学・
家族社会学

少子化問題に関す
る調査研究 未婚化 子育て支援 地方創生

ワーク・ライフ・バ
ランスに関する研究 男女共同参画 働き方改革 ライフデザイン

加渡いづみ　KADO Izumi
 教授／短期大学部　　　　　　　

　ビジネス・コミュニケーション科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

消費者教育・
地 域 ブ ラ
ン ド 研 究・
女 性 の 活
躍 推 進

消費者教育 エシカル消費
（倫理的消費） 金融教育 ライフプラ

ンニング

女性の活躍推進 働き方改革 ワークライ
フバランス

岡崎　貴世　OKAZAKI Kiyo
 教授／生活科学部　

　健康栄養学科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

食 品 衛 生・
食品微生物

食環境・生活環境
の微生物制御 食中毒予防 腐敗防止 衛生・品質

管理

曽川美佐子　SOGAWA Misako
 教授／生活科学部　

　健康栄養学科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

栄 養 学

ポリフェノール類
などの食品成分が
肥満や糖尿病に及
ぼす影響

肥満 糖尿病 ポ リ フ ェ
ノール類

開元　多恵　KAIMOTO Tae
 准教授／生活科学部　

　健康栄養学科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

栄 養 学 運動の効果 脂質 アミノ酸 酸化ストレス
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外城　寿哉　SOTOSHIRO Hisaya
 准教授／生活科学部　

　健康栄養学科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

環 境 衛 生 抗菌性植物 ノビル ダリア 除菌・殺菌

昆 虫 資 源 カイコの利用法 カイコ 資源 学習教材

鎌田智英実　KAMADA Chiemi
 講師／生活科学部　

　健康栄養学科
専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

栄 養 学
食事調査 栄養疫学 アンケート調査 フレイル

栄養教育 高齢者 糖尿病

　

磯谷　俊明　ISOTANI Toshiaki 教授／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

精 神 医 学・
臨床脳波学

精神医学・臨床脳波
学精神・心理状態治
療（リラクゼーショ
ンを含む）
効果を定量脳波で
評価する

脳波解析 リラクゼー
ション 精神疾患

山口　　豪　YAMAGUCHI Takeshi 准教授／看護学部　看護学科

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

循環器科学
（心臓組織学・
心臓生理学）

心虚血後炎症の形態
学・機能学的研究 心臓 虚血 炎症

入浴負荷時の心臓
機能の変化に関す
る研究

入浴 心エコー 心電図

心虚血時の心臓刺
激伝導系の形態学
的変化と心電図変
化に関する研究

心臓刺激伝
導系 免疫組織化学 電子顕微鏡

　

西堀　尚良　NISHIBORI Naoyoshi
教授／短期大学部
　　　人間健康科食物栄養専攻

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード

食 品 学

食品成分分析・定量 ポリアミン ポ リ フ ェ
ノール

アミノ酸
（GABA）

地元１次産品の機
能 性（ 酵 素 阻 害
作用からの左記効
果）の比較定量

血 圧 抑 制
（ACE 阻 害
作用）

高血糖抑制
（ ア ミ ラ ー
ゼ・グルコ
シターゼ阻
害作用）

脂質吸収抑
制（リパー
ゼ 阻 害 作
用）

水 圏 微
生 物 学

微生物の純粋培養
と特異な代謝産物
の定量

微生物の純
粋分離・培
養

微細藻類の
無菌培養

H P L C ・
LC/MS 分析

　

吉田　一郎　YOSHIDA Ichiro
教授／短期大学部
　　　人間健康科食物栄養専攻

専門分野 対応可能なテーマ  キーワード
生 化 学・
分子生物学

地域特産物の機能
性について 未利用資源 培養細胞 肌の老化予防
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四国大学学際融合研究所

【研究内容、活動説明】
　令和 2 年 4 月に、学内外の研究者・研究機関との連携を積極的に推進し、教育への還元、そして新たな研究領域の開拓や地
域文化・産業等への一層の貢献を行える体制を構築するため、新研究所「学際融合研究所」を設立しました。
　本研究所名には学問分野の密度が高く有機的な連携を意図して“学際融合”の名称を冠しています。これまでの５つの研究
所はそれぞれ“部門”となり、これまでどおり固有の、またそれ以上に活発な研究活動を行うとともに、部門間の“学際融合”
の研究が一層進む事を期待しています。

組織図

【研究内容】
　言語文化研究部門は、日本文学、書道文化、国際文化の三領域を核とし、文学・語学・教育文化の各分野の学術研究の場と
して発足以来、様々な活動を展開しています。シンポジウムの開催や研究員による「研究例会」、「共同研究プロジェクト」の
研究発表会などのほか、文学、言語、文化の領域に関する研究を行っています。特に、徳島や四国をフィールドにした調査に
力を入れています。また、自国の言語文化の理解を基盤として、世界の多様な文化の理解を推進していきたいと考えています。
高校生・大学生・大学院生ならびに地域の方々にも積極的に活動に参加していただき、研究所を最大限に利用してもらえるよ
う願っています。

【活動実績 / 研究成果 / 発行物　等】
　書名    　　　　　　　　　　　　発刊日　　　　　　　　　　　　　著者
　「小松島の歴史と文化―阿波地域文化の特質―」　　　　　　令和 3 年 3 月 20 日  　須藤　茂樹
　「近世阿波美術史探訪」　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 2 年 2 月 3 日  　須藤　茂樹
　「中世・近世阿波史断章」　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年１月 25 日  　須藤　茂樹
　「「戦国文化」への招待」　　　　　　　　　　　　　　　　平成 29 年 3 月 15 日　　　　　　須藤　茂樹
　「阿波の庭園探訪」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 25 年 3 月 17 日　　　　　　須藤　茂樹
　「衝撃の異文化体験　MIND THE CULTURE GAP」　　　初版第１刷：平成 29 年３月　　　スーザン・バロッグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初版第２刷：平成 29 年９月  

■  言語文化研究部門

【研究内容】
　経営情報研究部門は、主として経営・経済・情報システムの三領域に関する「情報収集・蓄積」と「知の創造と発信」に取
り組んでいます。具体的には、月例研究会の開催、外部講師も交えた講演会・シンポジウムの開催、研究員の地域公共団体諸
委員会への参画による「地域への積極的貢献活動」などです。さらに博士後期課程を擁する高等教育機関として、これらの理
論プラス実践的な研究の成果は各研究員・教員の学部や大学院での教育に即還元されています。これからも「知の創造母体」
として、社会の発展に寄与してまいります。

■  経営情報研究部門

言
語
文
化
研
究
部
門

経
営
情
報
研
究
部
門

人
間
生
活
科
学
研
究
部
門

看
護
学
研
究
部
門

新
あ
わ
学
研
究
部
門

四国大学
学際融合研究所

Society5.0研究会

SDGs・消費者政策研究会

AI・数理・DS研究会

次世代ICT教育開発研究会

保育・教育臨床研究会
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【研究内容】
　人間生活科学部門は、人間発達学および健康生活科学の各領域の諸問題の学術的調査研究を推進し、本学および地域社会の
発展に寄与することを目的としています。研究員の専門分野は心理学、デザイン学、保健学、栄養学、児童教育学、衛生学な
ど研究分野は多岐に渡ります。これまでの主な活動は、大学院生や研究員による研究例会、特別講演会の開催などです。また
研究の活性化を図るため、若手研究員を中心としたプロジェクトを募り、各専門分野をつなぐ研究支援も行っています。
　これからも各専門領域を結ぶ生活の科学を発展させ、「真に豊かな生活」に貢献できる研究部門となることを目指しています。

【活動実績 / 研究成果 / 発行物　等】
　書名    　　　　　　　　　　　　発行日　　　　　　　　　　　　　著者 
　「アメリカの大学に学ぶ学習支援の手引き」　　　　　　　　平成 29 年 3 月 31 日　　　　　　谷川　裕稔

■  人間生活科学研究部門

【研究内容】
　新あわ学研究部門は、徳島の伝統文化から現代の若者文化まで抱含した新たな徳島の文化の創造を図るため、「藍文化」、「伝
統文化」、「自然と食」、「新文化創造・発掘」の４つの研究分野に関する研究を行っています。特に徳島の伝統文化・産業であ
る阿波藍の新たな産業の創出に繋げる科学的研究を中心に、古くから伝わる行事や伝説の掘り起こしを行うなど各種の研究と
幅広い情報発信を通して、地域の活用化に寄与してまいります。

【活動成果 / 研究成果】
　「徳島のうた」生まれかわりプロジェクトが、徳島県民謡を音源化、YouTube にて公開。

■  新あわ学研究部門

【研究内容】
　看護学研究部門は、看護学と関連領域の学術調査研究を推進することにより、看護の発展に寄与することを目指し、様々な
取り組みをしています。具体的な活動としては、徳島県内を中心とした臨床の看護職との研究活動の推進や臨床現場の課題解
決を目的とし、講師を招いて講演会や公開セミナーを実施しています。
　また研究所員の研究活動を推進するための例会は、大学・大学院教育に活かされています。

■  看護学研究部門

【研究内容】
　Society5.0 の実現には、多種多様なデータを収集・解析し、連携強調したシステム間で横断的に活用できるようにするこ
とが必要です。現在、システム開発・個別システムの高度化が進められる中で、システム間の連携強調の早期実現に向けて可
能性を模索している段階にあります。人材育成も含めたこれからの取り組みを強く推進しているのが国の動きです。
　このような国の計画に呼応し、とりわけ「人材力の強化」と「知の基盤の強化」を推進するべく、本学では「Society5.0
研究会」を立ち上げ、四国・徳島からイノベーションを創出し、誰もが安心して快適に暮らせる社会を目指して研究を進めて
まいります。

■  Society5.0 研究会
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【研究内容】
　これからの社会や企業活動には、大量のデータを統計学や AI（人工知能）で分析し、その課題解決や意思決定に活用するこ
とが不可欠になってきています。本研究会は、学際融合研究所の新たな研究会として分野を超えた研究者が集まり、新しい「AI
応用」のデジタル活用基盤の構築とその実践・人材育成を目指しています。文科省「数理・データサイエンス教育強化拠点コ
ンソーシアム」には中国・四国ブロックの連携校として加盟しており、最先端の数理・データサイエンス教育プログラムを取
り入れ、大学内外の研究や教育に活用するとともに、地域社会の様々な課題へも取り組んでまいります。

■  AI・数理・DS 研究会

【研究内容】
　保育・教育は、次世代の人材育成に、直接、関わる分野であり、多岐にわたる学問領域をベースとしています。この学際色
が豊かな分野において、現在まで「理論と実践のサイクル」に基づく様々な取り組みが展開されています。本研究会では、当
事者を含む様々な立場の方が、その時々の社会情勢や状況を反映した研究・実践・活動・現状などの報告を通じて新しい知見
や方向性を創出し、保育・教育現場に還元することを目的としています。

■  保育・教育臨床研究会

【研究内容】
　次世代 ICT 教育開発研究会は、Society5.0 に向けた人材育成に資する次世代型の教育の開発や情報収集、実践研究等を目
的として発足しました。
具体的には、
　1. Edtech など ICT を活用した学習や教育方法に関する知見の蓄積と、教育力の向上
　2. 災害時に学びを止めないための遠隔授業で実効性のある教育法や評価法の提案
　3. Off-Campus での教育のあり方についての学生及び教員目線での提案
　4. 四国大学の教育システムの中長期的なビジョンの提案
等です。
　研究会自体も Slack 等の新しいツールを積極的に用いて開催し、ICT 活用教育についての情報交換を行いながら、新時代に
相応しい学習・教育方法を探求します。

■  次世代 ICT 教育開発研究会

【研究内容】
　本研究会では、「地方における“持続可能な社会の担い手”育成と消費者教育のあり方に関する研究」、「徳島県における
SDGs の認知度と活動の実態に関する調査研究」、「調査研究を基にした『徳島県の Beyond 2030』に関する消費者政策の
提言」の 3 つの活動を柱に、四国大学消費者教育プログラムをはじめとする消費者教育ならびに消費者政策や SDGs 推進に資
する研究活動に積極的に参画することを目指します。
　また、SDGs の推進に際しては、学生の活動のサポートや、県内高等教育機関はもとより地域社会のあらゆるステークホルダー
との連携協働により、持続可能な地域づくりへの貢献を目指していきます。

【活動報告 / 研究成果】
　令和 3 年 4 月 1 日「とくしま SDGs 消費者教育教材」を監修。
　令和 3 年 7 月 12 日　サスティナブルファッションシンポジウム「ファッションから考えるサスティナブルな未来」を開催。
　令和 3 年 7 月 29 日「カーボン・ニュートラル達成に貢献する大学等コアリション」に参画。

■  SDGs・消費者政策研究会

四国大学　学際融合研究所　ホームページ　URL
https://www.shikoku-u.ac.jp/education/gakusai-yugo-labo/

●お問い合わせ
　　四国大学　教育・学生支援部　学部運営支援課
　　　　〒 771-1192　徳島市応神町古川字戎子野 123-1　
　　　　TEL　088-665-9909　　FAX　088-665-9958
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　大学の行事、教育、研究及び課外活動等で施設・設備を使用
していない時は、教育、研究及び地域連携、広く社会の学術、
文化又はスポーツの振興など公共の目的に対して、本学が
支障のない範囲で大学施設を臨時利用することができます。

2
施設・設備



■  施設利用料金・条件の説明

⑴　ホール等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

施　　設　　名 半　日 1 日
音楽ホール（約 260名収容） 50,000 80,000
共通講義棟　1 室（約 200名、300名収容） 50,000 80,000

⑵　講義室等　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　（単位：円）

施　　設　　名 半　日 1　日 備　　考
講義室（大）1 室 5,000 10,000 面積　100㎡以上
講義室（中・小）1 室 4,000 8,000 面積　100㎡未満

⑷　機器センター

⑶　その他の機器 等

1　半日とは 9 時から13時、1 日とは17時まで。午後からの使用は 1 日扱いとします。
　　ただし、9 時より前から使用する場合や17時を越える場合は、それぞれ半日料金を加算します。
　　なお、夜間のみの使用（17時以降21時まで）は、半日料金とします。

2　前日準備の料金は、準備当日の使用時間に係る施設使用料の半額とします。

3　 講義室等で冷暖房を使用した場合は、施設使用料金に30％加算します。（音楽ホール、共通講義棟を除く）

4　講義室以外（演習室、実習室、玄関ロビー等）の施設を使用する場合は、面積により講義室に準じます。

5　連携協定等を締結している団体への貸し出しについては、施設使用料のみ半額とすることができます。

6　 本学が共催、協賛、協力、後援となっている場合の施設使用料については、共催は半額とすることができ、協賛・協力・後
援については満額とします。なお、冷暖房費については、いずれも必要です。

7 　しらさぎ球技場・しらさぎセミナーハウスは、使用する 4 週間前から予約ができます。

8 　しらさぎ球技場の使用料について、本学が加盟する協会等への貸し出しについては、別途定めます。

注
　
意
　
事
　
項

●使用申込み・お問い合わせ
　　四国大学　総務・企画部　総合企画課
　　　　住所　〒 771-1192　徳島市応神町古川字戎子野 123-1　TEL　088-665-9905

⑸　体育施設等
●施設使用料金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

施設名 半　日 1　日 備　　考
●日ノ上運動場
多目的グラウンド 10,000 20,000 夜間照明 1 時間 2,000
陸上競技練習場 5,000 10,000 夜間照明 1 時間 800
テニスコート 1 面 8,000 15,000 夜間照明 1 時間 1,000
弓道場 3,000 6,000
●鶴島運動場
しらさぎ球技場 1 時間 10,000 夜間照明 1 時間 3,000
多目的室 4,000 8,000 冷暖房は別途徴収
●スポーツ健康館
アリーナ 20,000 40,000
サブアリーナ 10,000 20,000

⑹　しらさぎセミナーハウス ➡ 23 ページ参照

●利用条件
　機器センターへの出入り、および機器操作補助のため、大学教員の立会いが必要です。
●利用料金
　各機器の操作指導・教員立ち合いの程度に応じて経費が発生するので事前にご連絡ください。

●使用条件
　※利用条件あり。
　※ 大学教員立ち合いのもとの

使用になります。

　 その他条件についてはお問い
合わせください。

●3Dプリンター演習室
 　　（単位：円）　

施　設　名 D403 演習室

施設利用料
半日 4,000
1 日 8,000

備品使用料 300 円／ｈ／セット

※使用可能備品
　①３Ｄプリンター＋デスクトップＰＣ
　②３Ｄスキャナー＋ iPad

●撮影スタジオ
 　　（単位：円）　

施　設　名 面積 室使用料
（１日）

備　品
使用料 計

U401 スタジオ 120㎡ 14,000 18,000 32,000
U403 副調整室 50㎡ 11,000 12,000 23,000

●施設使用料金

＊ 宿泊室の 2 段ベッドには、寝具（布団・枕・シーツ等）は備わってお
りません。

　 ご利用の場合は、レンタル店をご紹介しますので、お手続き、お支払
いをお願いします。

しらさぎ
セミナーハウス

宿泊する場合 宿泊費 1,000 円 / 人 / 泊

宿泊しない場合
施設利用料　 10,000 円 / 日

シャワー使用料 3,000 円 /1 団体
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１　講義室・ホール等（古川キャンパス）

■  中央棟

■  全学共通・地域教育センター

施　　設　　名 階 面積
（㎡）

定員
（人）

設　　　　　　　　　　備
備　　　　考車椅子

スペース
プロジェ
ク タ ー ＡＶ機 器 書 画

カメラ スクリーン 暗 幕 ホ ワ イト
ボード 電子黒板 個別電源

ロビー・エントランス 1 516
A301 講義室 3 105 60 ○ ○ ○ ○ ○
A302 講義室 3 100 60 ○ ○ ○ ○ ○
A303 講義室 3 126 93 2 ○ ○ ○ ○ ○ 座席固定
A304 講義室 3 126 92 2 ○ ○ ○ ○ ○ 座席固定
A305 講義室 3 170 130 2 ○ ○ ○ ○ ○ 座席固定
A306 講義室 3 170 130 2 ○ ○ ○ ○ ○ 座席固定
A307 講義室 3 170 130 2 ○ ○ ○ ○ ○ 座席固定
A401 講義室 4 54 16 ○
A402 講義室 4 76 50 ○ ○ ○ ○ ○
A403 講義室 4 76 50 ○ ○ ○ ○ ○
A404 講義室 4 76 50 ○ ○ ○ ○ ○
A405 講義室 4 76 50 ○ ○ ○ ○ ○
A406 講義室 4 50 16 ○
A407 講義室 4 50 16 ○
A408 講義室 4 112 90 ○ ○ ○ ○ ○
A409 講義室 4 113 90 ○ ○ ○ ○ ○
A410 講義室 4 113 90 ○ ○ ○ ○ ○
A411 講義室 4 113 90 ○ ○ ○ ○ ○
A412 講義室 4 58 16 ○

施　　設　　名 階 面積
（㎡）

定員
（人）

設　　　　　　　　　　備
備　　考車椅子

スペース
プロジェ
ク タ ー ＡＶ機 器 書 画

カメラ スクリーン 暗 幕 ホ ワ イト
ボード 電子黒板 個別電源

B107 演習室 1 51 24 ○ アクティブラーニング室
B108 演習室兼大会議室 1 78 30 ○ ○ ○ 〃
B109 大演習室 1 164 110 ○ ○ ○ 〃
B201 地域創生多目的フロア 2 132 80 ○ ○ ○ 〃

中央棟　外観中央棟　外観

全学共通・地域教育センター　外観全学共通・地域教育センター　外観

ロビー・エントランスロビー・エントランス

B201　地域創生多目的フロアB201　地域創生多目的フロア

A305 講義室A305 講義室

B108　演習室兼大会議室B108　演習室兼大会議室
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■  生活科学館

■  文学館

■  ビジネス・コミュニケーション館

施　　設　　名 階 面積
（㎡）

定員
（人）

設　　　　　　　　　　備
備　　　　考車椅子

スペース
プロジェ
ク タ ー ＡＶ機 器 書 画

カメラ スクリーン 暗 幕 ホ ワ イト
ボード 電子黒板 個別電源

C101 講義室 1 102 60 ○ ○ ○ ○ ○ ○
C302 講義室 3 100 60 ○ ○ ○ ○ ○ ○

施　　設　　名 階 面積
（㎡）

定員
（人）

設　　　　　　　　　　備
備　　　　考車椅子

スペース
プロジェ
ク タ ー ＡＶ機 器 書 画

カメラ スクリーン 暗 幕 ホ ワ イト
ボード 電子黒板 個別電源

F101 講義室 1 99 85 ○ ○ ○ ○ ○ 座席固定
F106 講義室 1 66 36 ○
F107 講義室 1 66 49 ○
F201 講義室 2 99 85 ○ ○ ○ ○ ○ 座席固定
F205 講義室 2 118 105 ○ ○ ○ ○ ○ 座席固定
F206 講義室 2 66 49 ○
F301 講義室 3 77 54 ○

施　　設　　名 階 面積
（㎡）

定員
（人）

設　　　　　　　　　　備
備　　　　考車椅子

スペース
プロジェ
ク タ ー ＡＶ機 器 書 画

カメラ スクリーン 暗 幕 ホ ワ イト
ボード 電子黒板 個別電源

T507 講義室 5 119 113 1 ○ ○ ○ 座席固定

生活科学館　外観生活科学館　外観

文学館　外観文学館　外観

ビジネス・コミュニケーション館　外観ビジネス・コミュニケーション館　外観

C302 講義室C302 講義室

F205 講義室F205 講義室

C101 講義室C101 講義室

F101 講義室F101 講義室

T507 講義室T507 講義室
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■  音楽ホール

■  国際文化館

■  30周年記念館

施　　設　　名 階 面積
（㎡）

定員
（人）

設　　　　　　　　　　備
備　　　　考車椅子

スペース
プロジェ
ク タ ー ＡＶ機 器 書 画

カメラ スクリーン 暗 幕 ホ ワ イト
ボード 電子黒板 個別電源

音楽ホール（ステージ） 2 105
音楽ホール（座席） 2 382 263

施　　設　　名 階 面積
（㎡）

定員
（人）

設　　　　　　　　　　備
備　　　　考車椅子

スペース
プロジェ
ク タ ー ＡＶ機 器 書 画

カメラ スクリーン 暗 幕 ホ ワ イト
ボード 電子黒板 個別電源

L201 講義室 2 138 130 ○ ○ ○ ○ 座席固定
L203 講義室 2 72 53 ○ ○ ○ ○ 座席固定
L402 講義室 4 46 19 ○ ○ ○ ○
L404 講義室 4 46 19 ○
L507 講義室 5 66 49 ○
L508 講義室 5 69 49 ○ ○

施　　設　　名 階 面積
（㎡）

定員
（人）

設　　　　　　　　　　備
備　　　　考車椅子

スペース
プロジェ
ク タ ー ＡＶ機 器 書 画

カメラ スクリーン 暗 幕 ホ ワ イト
ボード 電子黒板 個別電源

玄関大ホール 1 379
N209 多目的教室 2 174 120 ○ ○ ○ ○
N301 演習室 3 49 16
N302 演習室 3 107 100 ○ ○ 座席固定
N307 演習室 3 104 105 ○ ○ ○ ○ 座席固定
N308 演習室 3 49 17 ○ ○

音楽ホール　外観音楽ホール　外観 音楽ホール　内観音楽ホール　内観

国際文化館　外観国際文化館　外観

30周年記念館　外観30周年記念館　外観 N307 演習室N307 演習室

L201 講義室L201 講義室

N209 多目的教室N209 多目的教室

17



■  経営情報館

■  共通講義棟

施　　設　　名 階 面積
（㎡）

定員
（人）

設　　　　　　　　　　備
備　　　　考車椅子

スペース
プロジェ
ク タ ー ＡＶ機 器 書 画

カメラ スクリーン 暗 幕 ホ ワ イト
ボード 電子黒板 個別電源

玄関ロビー 1 108
P102 大講義室 1 134 120 1 ○ ○ 座席固定
P103 大演習室 1 92 45 ○ ○ アクティブラーニング室
P201 大講義室 2 133 120 ○ ○ ○ 座席固定
P202 講義室 2 79 60 ○ ○ 座席固定
P203 演習室 2 49 16
P204 大講義室 2 117 124 ○ ○ ○ ○ 座席固定
P301 講義室 3 80 60 ○ ○ 座席固定
P302 講義室 3 77 60 ○ ○ 座席固定
P303 講義室 3 54 18 座席固定
P304 講義室 3 92 96 1 ○ ○ ○ ○
P305 講義室 3 74 67 座席固定
P401 講義室 4 54 18 ○ ○ アクティブラーニング室
P402 講義室 4 51 18 ○ アクティブラーニング室
P403 講義室 4 51 18 ○ アクティブラーニング室
P404 講義室 4 54 18 ○ アクティブラーニング室
P405 講義室 4 49 18 ○ アクティブラーニング室
P406 講義室 4 43 18 ○ アクティブラーニング室
P407 講義室 4 74 67 ○ 座席固定

施　　設　　名 階 面積
（㎡）

定員
（人）

設　　　　　　　　　　備
備　　　　考車椅子

スペース
プロジェ
ク タ ー ＡＶ機 器 書 画

カメラ スクリーン 暗 幕 ホ ワ イト
ボード 電子黒板 個別電源

R101 大講義室 1 343 302 2 ○ ○ ○ ○ 座席固定
R102 大講義室 1 267 215 2 ○ ○ ○ ○ 座席固定
R201 大講義室 2 343 302 ○ ○ ○ ○ 座席固定
R202 大講義室 2 267 215 ○ ○ ○ ○ 座席固定

経営情報館　外観経営情報館　外観

共通講義棟　外観共通講義棟　外観

P201 大講義室P201 大講義室P103 大演習室P103 大演習室

R101 大講義室R101 大講義室
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■  情報メディア館／児童教育館

■  その他機器等

施　　設　　名 階 面積
（㎡）

定員
（人）

設　　　　　　　　　　備
備　　　　考車椅子

スペース
プロジェ
ク タ ー ＡＶ機 器 書 画

カメラ スクリーン 暗 幕 ホ ワ イト
ボード 電子黒板 個別電源

U105 講義室 1 78 60 ○ ○ ○ ○
U106 講義室 1 145 124 2 ○ ○ ○ ○ 座席固定
U151 講義室 1 160 142 2 ○ ○ ○ ○ 座席固定
U154 講義室 1 160 141 2 ○ ○ ○ ○ 座席固定
U155 講義室 1 80 36 ○
U251 講義室 2 80 35 ○
U252 講義室 2 80 36
U253 講義室 2 130 100 ○ ○ ○ ○
U255 講義室 2 105 84 1 ○ ○ ○ ○ 座席固定
U256 講義室 2 105 80 ○ ○ ○ ○
U257 講義室 2 80 36

情報メディア館／児童教育館　外観情報メディア館／児童教育館　外観 U154 講義室U154 講義室U106 講義室U106 講義室

U403副調整室U403副調整室D403D403演習室演習室

⑴　3Dプリンター実習室 ⑵　撮影スタジオ
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● 生化学自動分析装置

メ ー カ ー FUJI　FILM

機　　種（型番） 富士ドライケム 7000Z

設 置 年 度 2017 年度

機器の用途・目的
血漿検体及び尿検体の測定方法が異なる比色 27 項
目 / 電解質 3 項目の検査を、スピーディに測定する。

機器の仕様・特色

測定原理であるドライケミストリーとは、特定の化
学反応を起こす試薬が乾燥状態で用意されていて、
そこに液体状の検体が添加されると、検体中の水分
を溶媒として、試薬が含まれているマトリックスの
中で反応が進行するもの。
富士ドライケムは、試薬（スライド）を機器（アナ
ライザー）にセットし検体を点着するだけで測定を
行える、迅速・簡便なシステムである。

● マルチ検出モードプレートリーダー

メ ー カ ー テカンジャパン

機　　種（型番） SparkTM10M

設 置 年 度 2017 年度

機器の用途・目的
アディポネクチン等のホルモンの定量や、ORAC 法
による抗酸化力の測定に用いる。

機器の仕様・特色

微量サンプルの DNA 定量、純度測定、フルスペク
トル解析が可能である。また、マルチ検出モードリー
ダーにより、上方および下方蛍光強度測定や、ホモ
ジニアス時間分解蛍光アッセイも可能である。

● 一体型分光式色差計

メ ー カ ー 日本電色工業

機　　種（型番） SE-OF-7700 型

設 置 年 度 2017 年度

機器の用途・目的
反射・透過サンプルにおける波長範囲 380nm ～
780nm を 5nm 間隔出力で測定できる、高精度な
分光色差計

機器の仕様・特色
反射と透過の測定が可能なうえ、固体・液体・粉末・
ペレット・フィルムなど様々な形状の試料に合わせ
て、多彩なアタッチメントが装備されている。

２　機器センター
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● ラット用代謝測定システム

メ ー カ ー バイオリサーチセンター（株）

機　　種（型番） Oxymax Ver 5.4x

設 置 年 度 2017 年度

機器の用途・目的 小動物用のエネルギー代謝計測機器

機器の仕様・特色

チャンバーが 4 つ設置されており、4 匹同時に 24
時間にわたるエネルギー代謝量を計測することが可
能である。また馴化用のチャンバーも別に 4 台あり、
測定前日から予備チャンバーで飼育することができ
る。

● 日立卓上顕微鏡

メ ー カ ー 日立ハイテク

機　　種（型番） Miniscope TM3030

設 置 年 度 2017 年度

機器の用途・目的 卓上サイズのコンパクトで、高画質な電子顕微鏡。

機器の仕様・特色

SEM では絶縁物試料を観察する場合、電子が試料
表面に蓄積され帯電が発生するため、正常な観察が
できなくなる。その場合、金属コーティングなどを
施して観察するが、手間と時間がかかるだけでなく、
試料表面が金属に覆われてしまうため、観察後に
EDX 分析など他の評価がしにくくなる。TM3030
は、絶縁物試料も金属コーティングせずに、そのま
ま観察できる低真空観察法を採用している。

● オプトデジタルマイクロスコープ

メ ー カ ー OLYMPUS

機　　種（型番） Olympus DSX-CB

設 置 年 度 2014 年度

機器の用途・目的 電子部品や金属部品などの開発・生産現場に欠かせ
ない工業用顕微鏡。

機器の仕様・特色

13 倍の光学ズームを搭載した次世代工業顕微鏡の
スタンダードモデル。これまでの顕微鏡を越え容易
な操作性とデジタル顕微鏡を凌駕するゆるぎない信
頼性で、簡単に最適な結果を得られる。

● リアルタイム PCR

メ ー カ ー ABI

機　　種（型番） StepOne

設 置 年 度 2021 年度

機器の用途・目的 核酸の定量

機器の仕様・特色
リアルタイム PCR は、定量 PCR（qPCR）とも呼
ばれ、対象となる核酸を高感度にかつ特異的に検出・
定量することが可能
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運動場・建物名 施　設　名 備　　　　考

日ノ上運動場

多目的グラウンド（約13,000㎡） 野球・ソフトボールの試合はできません

陸上競技練習場 全天候型90m直線走路（ 4 レーン）
雨天時練習可能な投擲競技練習施設（ 3 カ所）

テニスコート

弓道場

鶴島運動場
しらさぎ球技場（約17,000㎡） 全天候型人工芝グラウンド

多目的室（81㎡）

スポーツ健康館
アリーナ（546㎡）

サブアリーナ（212㎡）

3　体育施設等

陸上競技練習場陸上競技練習場多目的グラウンド多目的グラウンド 弓道場弓道場テニスコートテニスコート

日ノ上運動場 

しらさぎ球技場しらさぎ球技場

鶴島運動場 スポーツ健康館 

サブアリーナサブアリーナアリーナアリーナ

外観外観
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4　しらさぎセミナーハウス

セミナールームセミナールーム宿泊施設宿泊施設

しらさぎセミナーハウスしらさぎセミナーハウス

　しらさぎセミナーハウスは、
しらさぎ球技場に隣接された宿
泊研修施設です。宿泊室や研修
室が備わっているため、本学の
女子サッカー部や女子ラグビー
部の合宿練習はもちろん、学部・
学科等のオリエンテーションや
レクレーション等の行事にも広
く活用できます。

利用期間
　 年間を通して使用可能。
※ 盆期間、年末年始等は除く。

定　　員
　定員 63 名（宿泊室 60 名、
指導者室 3 名）　10 名を超え
る団体が使用可

しらさぎセミナーハウス　平面図・校地図
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５　四国大学交流プラザ

四国大学交流プラザがリニューアル（R4.3）。
　１F.2F が新たな交流拠点「Study Cafeteria TAG-RI-BA（タグリバ）」として誕生。
本学の学生が地域の方々と年齢や国境を超えて「人」と「人」の交流を深め、知と体験を共有
するコミュニケーションスペースになっています。
　【TAG-RI-BA の利用】はどなたでも利用可能です。
　　・コワーキングスペース：PC ワーク・読書・待ち合わせ・会話を楽しむ場所
　　・スタディスペース：自習や座学・受験勉強・時間を惜しんで学習する場所
　　・ コミュニケーションスペース：学生同士の交流・ワークショップ・ディレクションなど

の学びの起点となる場所
　　・カフェテリアスペース：喉を潤しちょっと一息つける場所

　その他の事でも利用できます。詳しくはこちらの QR コードをご覧ください。➡

⑴　各室の定員等

フロア 室　名 面積
（㎡）

定員
（人） 机数 イス数

2F スタディ・コミュニケーション
スペース 134 63

3F キャンパスギャラリー 300 5 5

4F 第 1 セミナー室 91 60 大 12
小 12 60

4F 第 2 セミナー室 177 150 大 16
小 44 136

5F フォーラムホール 284 200 52 104

⑵　施設使用料金 （単位：円）

フロア 室　名 9 時～12時 13時～17時 18時～21時 終日
9 時～21時

2F スタディ・コミュニケーション
スペース 7,000 10,000 9,000 26,000

3F キャンパスギャラリー 10,000 10,000 10,000 30,000

4F 第 1 セミナー室 4,000 6,000 5,000 15,000

4F 第 2 セミナー室 5,000 7,000 6,000 18,000

5F フォーラムホール 20,000 30,000 25,000 75,000

　各部屋を準備に使用する場合は、室料金の30％を必要とします。

2Fスタディ・コミュニケーションスペース2Fスタディ・コミュニケーションスペース

4Fセミナー室4Fセミナー室

3Fキャンパスギャラリー3Fキャンパスギャラリー

5Fフォーラムホール5Fフォーラムホール

●お申し込み・お問い合わせ
　　四国大学交流プラザ　生涯学習センター事務室
　　　　〒 770-0831　徳島市寺島本町西 2 丁目 35-8　
　　　　TEL　088-602-4858　　FAX　088-602-4861
　　　　※お電話による問い合わせ時間　9 時～ 18 時（月曜午後・特別休館日を除く）

外観外観

内観内観
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　本学は、「先進的地域貢献大学」を目指し、
とくしまで学び育てる地域貢献型人材育成
事業や様々な分野の受託研究・受託事業に積
極的に取り組んでいます。このような中、本
学と地域との連携を促進し、地域や地元の企
業等が抱える課題解決や新たな技術・事業の
創出に寄与することを目的として「四国大学
産学官連携シーズ集」を作成しました。
　このシーズ集は、本学の教員がどのような
活動を行っているのか、また、どのような特
色ある施設を整備しているか、そしてそれら
資源を活かしてどのように地域に貢献でき
るのかを整理したものです。地元の自治体、
企業、団体、高校等の皆様におかれましては、
このシーズ集をご高覧いただき、それぞれ
ニーズに合致するものがございましたら、ぜ
ひとも下記の窓口にご相談くださいますよ
うお願いします。

四 　 国 　 大 　 学
四国大学短期大学部
　学長　松　重　和　美

四国大学　総務・企画部　社会連携推進課　産学連携推進室
〒771-1192 徳島県徳島市応神町古川字戎子野123-1
Tel (088)665-9953　FAX (088)665-9982
E-Mail　sudachisuishin@shikoku-u.ac.jp

●ご相談窓口

四国大学　キャンパスマップ

駐車場

四国大学

四国大学四国大学

駐車場 北門

駐輪場
第二北学生駐車場

北学生駐車場

正門

東学生駐車場

東門

駐輪場

駐輪場
駐車場

30周年記念館（N）

ビジネス・コミュニケーション館（T）

生活科学館（C）

全学共通・地域教育センター（B）中央棟（A）

藍の家（Q）

経営情報館（P）

情報メディア館（U）

児童教育館（U）

音楽ホール（J）

研修館（M）

体育館（H）

附属認定こども園（幼児棟）

附属認定こども園
（乳児棟）

スポーツ健康館

スクールバス発着場

リズム室

大学会館（I）
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本館（K）

図書館（G）

文学館（F）書道文化館（S）

クリーンセンター
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国際文化館（L）

国際寮

学生寮

芸術館（D）

正門
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